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１．土質調査結果 
 （１）地形地質概要 
本調査地は横浜横須賀道路「釜利谷 JCT」から西方へ約 1.5㎞の庄戸地区に位置する。 
横浜地域は、関東平野南部、東京湾の西側にあって、陸地の大部分は三浦半島から北方に連なる標高 60～80m

の開析の進んだ丘陵・山地である。（参図 1.1.1）。 
調査地周辺の最高峰は北方にある円海山（153.3m）であろう。また主要河川としては二級河川柏尾川の支流いた

ち川がある。本河川は北流し、円海山のある山塊により流向を西に転じ、柏尾川に合流する。河川に沿って埋積谷

状の沖積低地が発達する。 
調査地域は大規模な造成開発が行われ、旧地形を見ることは不可能となっている。地形図、住宅地図等で土地の

改変履歴を見ると、昭和 38 年頃は、まだ旧地形を残すが、昭和 50 年頃には、まだ、住宅は建っていないものの、
完全に造成され、現在の地形と同じ状態である。昭和 38 年の住宅地図では、丘陵地を開析する樹枝状の谷、沢が
多く認められ、尾根部と沢部が複雑に入り組んだ形状を呈している。既往資料（参図 1.1.2）によれば今回の調査区
間(STA.4+80～STA.11+70)には盛土区間が 2区間想定される。 

 

 
参図－1.1.1 地形面区分図 

工業技術院地質調査所(1982)地域地質研究報告 5万分の 1図幅「横浜地域の地質」より引用 
 

当該地の基盤岩は、新第三紀鮮新世～第四紀前期更新世の上総層群であり、横浜市の南部に広く分布する野島層

に属する。(参表 1.2.1および図 1.2.1) 
本層の岩層は、スコリア（火山岩滓）や軽石を多く含む凝灰質砂岩・泥質砂岩・砂質泥岩などからなり、これら

と薄い火砕質砂岩層（スコリア質、軽石質）と互層することが多い。本層の岩相を層序的にみると、上位の大船層

（泥岩主体）と漸移的であり、下位に行くに従い泥質から凝灰質砂岩と徐々に変化し、更に粗い下位の浦郷・深沢

層へと移行する。実際には互層漸移的であることから、目視による岩層変化の判断は難しいとされている。 
大局的な地質構造は、ほぼ西北西－東南東の走向で北に緩く傾斜する。 
 
 

表－1.2.1 房総・三浦半島及び多摩丘陵地区の上総層群対比表 

 

(1)



 

 
参図－1.2.1 盛土分布図 

(2)



 

 
参図－1.2.2 調査地付近の地質平面図 工業技術院地質調査所(1982)地域地質研究報告 5万分の 1図幅「横浜地域の地質」より引用（一部、加筆） 

 

(3)



 

（２）地質平面・縦断図 



 
 

下位盛土：9.1～22.85mφ50～100
㎜の岩塊を主体とする不均質な礫混

じり土砂。岩塊は砂岩、泥岩、凝灰

岩などの中硬質な風化岩礫。N値 5
～10と上位盛土よりも緩い締まり
を呈すが、掘進中の孔壁は崩壊もな

く自立。 

25.35～25.45m区間は軟質でコア
を流出 

No.1 

0～5.15m旧谷地形に盛土した岩ズ
リからなる礫質土で、締まり具合は

比較的、良好である。礫は風化砂岩

(最大径φ0.1m)を主体とし、不均質
な岩塊混じり土砂。部分的に、深度

3.8～3.9m付近に炭化した未分解な
有機物を混入する。 

Ｔ
Ｎ
断
面 

No.2’ 

5.57～5.61m間は風化変色した
粗粒砂岩 

6.2～6.7m間は粗粒～細礫岩 

9.65～9.95mに軽石凝灰岩の薄層を
挟在 

9.45及び 9.58mに中粒砂岩(層厚 1
～2㎝)を挟在 

11.55～11.75mは粗粒砂岩を挟在
（棒状コア） 

21.3m、亀裂、傾斜 5°、弱風
化(掘進中に全漏水) 

18.45～18.85mに軽石凝灰岩の薄層
を挟在 

21.2～21.7mに泥岩層を挟在 

24.45～24.55mに多孔質な
細礫岩(φ5～6㎜)を挟在 

Ｔ
Ｎ
断
面 

上位盛土：0.05～9.1m0.05～9.1m：
旧谷地形に盛土した岩ズリからなる

礫質土。砂岩、凝灰岩及び泥岩の岩

塊(φ50～100㎜)を主体とした不均
質な岩塊混じり土砂。含まれる岩塊

は軟質～中硬質。0.05～1.25m：砂岩
岩塊からなり締まり具合は良好、褐

色を呈す。 
1.25～6.5m：風化砂岩岩塊主体で比
較的均質な灰色を呈する盛土。 
6.5～9.1m：全体的に褐色を呈す。平
均φ30～50㎜、最大 80㎜の亜円礫
を多く混入。(礫は砂岩、凝灰岩、泥
岩等で中硬質) 

26.6～26.75mに軽石層挟在、
層理面はほぼ水平。 

高角度の割れ目発達し、5～10
㎝短棒状コア 

31.15～31.3mに軽石質凝灰岩で
軟質砂状。 

（３）ボーリングコア写真 

(5)



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35.95～35.98mに軽石質凝灰岩の
薄層を挟在。 

36.2～36.4m：φ10㎜以下の黒色泥
岩礫を混入。(層理面はほぼ水平)層
理面と調和的な水平方向の亀裂が

発達。 

砂岩泥岩互層：40.7～44.4m 
42.4～42.5m：局所的な硬質部。 
42.75～42.85m、43.5～43.9m、44.3
～44.4mに軽石質凝灰岩を挟在。軟
質砂状化し脆弱。 

凝灰質砂岩：47.7～53.0m 
48.75～48.0m：コア流出(固結度が低
い) 
50.6～50.8m：軽石質凝灰岩で細片～
土砂化。 
51.3m及び 51.55m付近にφ10㎜以
下の黒色泥岩礫が集中。 
52.35～52.45m：水平方向に軽石質凝
灰岩を挟在、指圧砕が可能。 
52.7～52.75m：コア流出(固結度が低
い) 

(6)



 
 

No.4 No.3 

Ｔ
Ｎ
断
面 

上位盛土：0.0～11.9m旧谷地形に盛土し
た岩ズリよりなる礫質土。φ30～50㎜、
最大200㎜の風化岩礫を30%程度含む礫
混じり土砂。 
岩塊は凝灰質砂岩、泥岩、凝灰岩からな

り大部分が風化軟質化。 
岩塊間を埋める土砂(基質)は、粘土混じ
り砂質土。 
表層 0.0～1.0mは、褐色を呈す礫混じり
粘土質砂で締まり具合は良好 
1.0～2.3m：粘性やや強い。 
2.3～5.5m：全体に含水比は低く、締ま
り具合は良好。 
7.55～7.75m：中硬質な凝灰質砂岩の岩
塊。 
11.9m付近、下位盛土との境界付近で掘
進中に全漏水。 

下位盛土：11.9～28.35m平均φ30～
60㎜、最大φ300㎜の風化岩塊(砂岩、
凝灰岩、泥岩)を含む礫混じり土砂。礫
間を埋める基質は粘土混じり砂質土。

全体的に孔壁の自立性は良い。 
14.5～16.8m：φ200～300㎜の風化岩
礫(砂岩、泥岩)が集中。 
17.65～17.9m：コア流出(固結度が低
い) 
19.5～20.0m：風化岩ズリ主体で比較
的締まり具合は良好。 

20.5～20.8m：粘土分流出しφ3～7
㎝岩片状コア 21.0m以深はφ100
～300㎜の風化岩塊を多く混入。 
21.5～21.55：腐植物をを混入 
27.5～28.0m：コアは泥質岩礫より
構成 
28.35m付近に腐植物が混入 

29.75m：水平方向の亀裂沿いに幅
10㎝風化褐色帯 

盛土：0.0～1.15m礫混じり砂質土礫は風
化砂岩を主体とし礫径 2㎝、10%程度混
入 

3.6～3.75m間は軽石凝灰岩の薄層
(棒状コア) 

8.55mに粗粒砂岩の薄層を挟在(t=4㎝、
やや茶色変色、脆弱) 
8.9mに軽石凝灰岩の薄層(t=5㎝、細粒、
砂状コア) 

13.3mに亀裂、角度 80°、新鮮密着 

17.45mに亀裂、角度 30°、新鮮密
着 

19.65～19.80m間は軽石が濃集 

20.75～20.85m間は細礫岩、茶色変色、
空隙に富む 

Ｔ
Ｎ
断
面 

中粒砂岩：21.25～21.55m砂状コア、
21.28～21.45m間はスライム状 

30.4～30.65m：細粒、砂状コアとし
て採取 

(7)



 

 

 

10.35～10.5m：灰褐色の軽石質砂岩で
粗粒 

15.1～15.2m：灰褐色の粗粒砂岩で層理
面の傾斜 15° 
17.65～17.8m：灰褐色の粗粒砂岩 

17.3～17.65m：軽石凝灰岩、棒状コア、
ハンマーで容易に割れる 
18.6～18.7m間は軽石凝灰岩の薄層 
19.7～19.9mに亀裂、角度 50°新鮮密
着、軽石凝灰岩の挟在位置で分離しやす

い 

13.5mに亀裂、角度 5°幅 3㎝風化
変色 
13.6mに亀裂、角度 15°弱く変色 
13.85～13.95mは亀裂帯、角度 30
～40°茶色変色、岩片状コア 
14.35mに亀裂、角度 5°亀裂面に
沿って風化変色(砂状) 
14.8～17.0m間は軽石の薄層を頻
繁に挟み、分離しやすい 

10.55～10.75m：棒状～岩片状コア、
亀裂面は茶色変色 

22.2～22.3m間：褐色の粗粒砂岩で層
理面の傾斜 5° 
23.0～23.5m間：φ10㎜以下の黒色泥
岩の礫多く混入 
24.5～24.6m間：灰褐色の粗粒砂岩、
層理面傾斜 5°、軟質 
26.4～26.55m間：軽石凝灰岩であり、
灰褐色に変色 
26.75～26.9m間：軽石を多く含み粗
密 
27.4～27.65m間：灰白色の軽石凝灰
岩 

11.4～11.5m：灰褐色の細粒砂岩で
層理面は傾斜 15° 
11.8～12.0m：褐色の亀裂面、傾斜
75° 
12.9～13.0m：灰褐色の軽石質砂岩
を挟在 

No.5 No.6 

盛土：0.0～1.35m礫混じり砂状コア 
礫はφ10～20㎜程度、亜角礫で最大径
30㎜ 

3.9～4.0m：軽石が多く混入 
4.6m：茶褐色の粗粒砂岩で細礫含む 
5.7～5.8m：灰白色の軽石凝灰岩 
6.45～7.0m：茶褐色に風化変色(傾斜
60°) 

Ｔ
Ｎ
断
面 

9.45m：傾斜 15°灰褐色の軽石を挟在 

Ｔ
Ｎ
断
面 

盛土：0.0～7.1m上部 0.25mは表土(有
機質粘土質砂、草木根混入)φ0.2～0.5m
大の風化砂岩礫を含む礫質土、全体的に

岩片状コアとして採取される(岩ズリ盛
土) 

凝灰質砂岩：7.1～22.14m 
7.1～8.5m軽石を散在する凝灰質(細粒)
砂岩を主体とする岩片～棒状コアとして

採取 
ハンマーで容易に割れる。 
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31.2～44.0m：砂岩棒状コアとして採
取される良好な岩盤 
32.2～32.4m：やや軟質な粗粒砂岩 
32.4～32.6m：硬質な泥岩 
32.6、32.9m：亀裂面、傾斜 40° 
層理面の傾斜はほぼ水平 
34.3～34.5m：泥岩の小礫多く混入し
固結度低い 
38.4～38.55m：軽石凝灰岩(灰白色)を
挟在 
39.55～39.7m：軽石凝灰岩(灰白色)を
挟在 
40.45～40.5m：軽石を多く混入し多孔
質 
42.4～42.5m：亀裂のない良好な粗粒
砂岩 
42.8～42.85m：粗粒砂岩 
43.7～43.8m：層厚 1㎝程度の砂岩、
泥岩互層、層理面は水平 

30.8～31.2m：泥岩 
やや硬質で、ハンマーの打診で金属音。

上位層との地質境界面の傾斜 10° 

18.3～30.8m砂岩 
20.7、21.7m：軽石凝灰岩で固結度弱く
コア流出 
23.95～24.1m：硬質泥岩 
24.4～24.59m：斜交葉理が発達(傾斜
15°) 
24.59～24.88m、25.45～25.65m： 
コア流出後に無水掘進により回収した

スライム(前後の地質状況とスライム
(泥岩細礫)から、低固結な泥岩と推察さ
れる) 

17.8～18.3m泥岩やや硬質で、ハンマー
の打診で金属音。層理面の傾斜 5° 

12.9～13.0m軽石凝灰岩 
14.5、14.75、16.75m付近：軽石多く軟
質で一部コア流出 

7.25～7.55m：軽石凝灰岩、層理面
傾斜 5° 
7.75～7.8m：褐色の軽石凝灰岩、
層理面傾斜 5° 
8.5～8.6m：粗粒砂岩で固結度低
い、層理面傾斜 8° 
8.9～9.0m：褐色変色部(傾斜 60°)
9.4～9.75m：褐色に風化変色した
粗粒砂岩、層理面傾斜 5° 
10.0～10.65m：灰褐色に風化変色
した粗粒砂岩で固結度低い 

No.7 

Ｔ
Ｎ
断
面 

盛土：0.0～1.55m礫混じり砂状を呈す
る。礫はφ5～20㎜程度の亜角礫主体。
表層 5㎝は草根混入 

凝灰質砂岩：1.55～17.8m 
1.55～7.2m：良好な棒状コアとして
採取。灰白色の軽石を多く含む砂岩。

ハンマーの打診で濁音を発し、分離

可能 
2.9m付近、3.4m付近：粗粒分多く
やや軟質なためコア流出 

26.85～26.9m：粗粒分多く固結度低い 
27.0～29.8m：灰白色の軽石点在 
28.2～28.35m、28.75～28.8m：軽石多
く多孔質 
30.5～30.7m：傾斜 3°層厚 2㎝の黒色
泥岩の薄層を挟在 

(9)



２．地下水位観測結果 
（１）地下水位観測位置 

 



（２）地下水位変動グラフ 
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No.1観測孔の水位変化
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No.3観測孔の水位変化

72.00

73.00

74.00

75.00

76.00

77.00

78.00

9月 10月 11月 12月 1月 2月

観測月

地
下
水
位
（
T
P
+
m
）

最高

最低

平均

  

No.4観測孔の水位変化
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観測位置標高 88.45m 観測位置標高 85.67m 

観測位置標高 87.42m 観測位置標高 83.58m 
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No.5観測孔の水位変化
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No.6観測孔の水位変化
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観測位置標高 73.38m 観測位置標高 61.14m 
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４．特殊トンネル工法の適用性比較  

 （１）比較表 

参表.1 特殊トンネル工法の工法概要および周辺環境・道路線形・断面変化に対する適用性（1/2） 
小断面シールド・結合工法（仮称） 

工法名 
①MMST工法 ②ハーモニカ工法 ③MMB工法 ④URUP工法 

概 要 

・トンネル外郭部を、複数の小断面の単体シール

ドにより先行掘削し、それらを交互に連結して

外郭部躯体を構築する。 
・その後、内部を掘削する躯体を完成させる工法。 

・小さな箱型マシンを繰り返し使用し、函体同士

を接触させながら掘削してトンネル（函体）を

積み上げ、大断面のトンネルを構築する工法。 

・トンネル外郭部を矩形シールドで掘削し、トン

ネル同士を接続して構造体を構築した後、その

内部を汎用（土工）機械で掘削する工法。 
・矩形シールドの接続の調整により、計画断面の

拡大・縮小が可能。 

・小型の四角いシールド機を縦横に配列して連結

した構造で掘削する工法 
掘削完了後、殻壁の内部に躯体を構築する。 

・地表からそのまま掘り進むことができ、立坑の

構築が不要。 

概要図 

 

 

 

 

地盤沈下 

・小型シールドで掘削するので地表部への影響は

基本的に少ない。 
・ただし、宅地部との境界に遮断壁等の構造物が

無いため、沈下・地盤変状が生じた場合は近接

する家屋へ影響することがある。 

・小断面で掘削直後に鋼製セグメントを組むので、

地表部への影響は基本的に少ない。 
・ただし、宅地部との境界に遮断壁等の構造物が

無いため、沈下・地盤変状が生じた場合は近接

する家屋へ影響することがある。 

・小断面で掘削直後に鋼製セグメントを組むので、

地表部への影響は基本的に少ない。 
・ただし、宅地部との境界に遮断壁等の構造物が

無いため、沈下・地盤変状が生じた場合は近接

する家屋へ影響することがある。 

・小断面で掘削直後に鋼製セグメントを組むので、

地表部への影響は基本的に少ない。 
・ただし、宅地部との境界に遮断壁等の構造物が

無いため、沈下・地盤変状が生じた場合は近接

する家屋へ影響することがある。 

粉塵 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 

振動・騒音 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 

周

辺

環

境

・

埋

設

物 
埋設物 ・事前調査(試掘)に基づき、切り回しを行う。 ・事前調査(試掘)に基づき、切り回しを行う。 ・事前調査(試掘)に基づき、切り回しを行う。 ・事前調査(試掘)に基づき、切り回しを行う。 

実   績 

・川崎縦貫大師 JCT 540mの実績。 
 

・実績有 
・西大阪延伸線建設工事のうち土木工事 

（第 3工区）
・国道 1号原宿交差点立体工事 

・銀座 7・8地下駐車場 
・川崎縦貫 125工区(A)換気洞道工事 
 

・施工実績はない。 
 （実証実験では 100m，内トンネル部は 60m） 
・300m程度は施工可能とされている。 

平面曲線 
への適応 

○ 
（本線 R＝∞で変化なし） 

○ 
（本線 R＝∞で変化なし） 

○ 
（本線 R＝∞で変化なし） 

○ 
（本線 R＝∞で変化なし） 

縦断曲線 
への適応 

○ 
(低土被り部 STA.10で i=4.0%→i=0.978%に変化） 

○（単曲線のみ対応可能） 
(低土被り部 STA.10で i=4.0%→i=0.978%に変化) 

○ 
(低土被り部 STA.10で i=4.0%→i=0.978%に変化) 

○ 
(低土被り部 STA.10で i=4.0%→i=0.978%に変化） 

線

形

・ 
断

面

変

化 
断面変化 

への適応 
× 

(躯体幅の変化約 10～20mには対応不可) × × 
(躯体幅の変化約 10～20mには対応不可)  × 

メリット 
・曲線施工、断面の変化に追従可能（限界がある） 
・鋼殻の内部を本体に利用することができる。 

・甲殻の内部を本体利用することができる。 
 

・曲線施工、断面の変化に追従可能（限界がある） 
・鋼殻の内部を本体利用することができる。 

・神戸橋側から発進可能（発進立坑が不要） 
・平面・縦断ともに曲線施工が可能。 
・鋼殻の内部を本体利用することができる。 

デメリット 

・低土被り部の断面変化（約 9m）に対応できない。 
最大断面で全区間を施工するか、中間立坑を設

け断面変化に対応する必要がある。 
・発進・到達立坑、坑外設備ヤードが必要である。 

・低土被り部の断面変化（約 9m）に対応できない。 
最大断面で全区間を施工するか、中間立坑を設

け断面変化に対応する必要がある。 
・発進・到達立坑、坑外設備ヤードが必要である。 

・低土被り部の断面変化（約 9m）に対応できない。 
最大断面で全区間を施工するか、中間立坑を設

け断面変化に対応する必要がある。 
・発進・到達立坑、坑外設備ヤードが必要である。 

・低土被り部の断面変化（約 9m）に対応できない。 
最大断面で全区間を施工するか、中間立坑を設

け断面変化に対応する必要がある 
・到達立坑および坑外設備ヤードが必要である。 

庄戸トンネルへ

の適用性 断面変化に対応できない。（対応に限界あり） 断面変化に対応できない。 断面変化に対応できない。（対応に限界あり） 断面変化に対応できない。 
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参表.2 特殊トンネル工法の工法概要および周辺環境・道路線形・断面変化に対する適用性（2/2） 
エレメント工法 函体推進工法 

工法名 
⑤HEP & JES工法 ⑥アンクルモール（パイプルーフ）工法 ⑦T－UPS工法 ⑧函体推進（ESA）工法 

概 要 

・HEP：水平ボーリング等で削孔した孔に到達側
より挿入した PC 鋼線でエレメントを牽引する
ことで、早い速度でエレメントを掘進できる。 

・JES：鋼製エレメント同士が継手を有し、横断
面に連続する構造とすることで、トンネル延長

に制約されない横断面の耐力を有する工法。 

・頂部のトンネル縦断方向にパイプルーフを打設

した後、内部掘削・躯体構築を行う工法 
・密閉型機械式ボックス推進機でトンネル上部に

鋼製エレメントを推進し、上部構造体を構築 
・地中山留め、エレメント同士の結合により門型

構造を形成 
・門型構造内を掘削し、内部構築する工法 

・函体①は、函体②･③などを反力とし推進する。 
・函体②は、函体①の牽引、函体③などの押出し

力により前進させる。 
・函体③は、函体①･②の牽引、③より後部の函体

の押出し力により前進させる。 
・これらを繰返し行うことで、前進する工法 

概要図 
 

 

 
 

 

 

 

 

地盤沈下 

・掘削と同時にエレメントを挿入するので地表部

への影響は基本的に少ない。 
・ただし、宅地部との境界に遮断壁等の構造物が

無いため、沈下・地盤変状が生じた場合は近接

する家屋へ影響することがある。 

・パイプルーフ打設時には地上部への影響は少な

い。 

・しかし、内部掘削時（ﾊﾟｲﾌﾟﾙｰﾌおよび側壁部の

支保）に沈下・地盤変状が生じ、近接家屋へ影

響を及ぼすことがある。 

・掘削と同時にエレメントを挿入するので地表部

への影響は基本的に少ない。 
・ただし、宅地部との境界に遮断壁等の構造物が

無いため、沈下・地盤変状が生じた場合は近接

する家屋へ影響することがある。 

・掘削と同時に函体を挿入するので地表部への影

響は基本的に少ない。 
・ただし、宅地部との境界に遮断壁等の構造物が

無いため、沈下・地盤変状が生じた場合は近接

する家屋へ影響することがある。 
粉塵 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 

振動・騒音 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 ・地中施工のため影響は少ない。 

周

辺

環

境

・

埋

設

物 
埋設物 ・事前調査(試掘)に基づき、切り回しを行う。 ・事前調査（試掘）に基づき、切り回しを行う。 ・事前調査(試掘)に基づき、切り回しを行う。 ・事前調査(試掘)に基づき、切り回しを行う。 

実   績 ・鉄道交差などでの実績は多数ある。 
・施工延長は 100m程度までが限界。 

・一般的な工法であり、技術的な問題は無い。 

 

・実績なし 
 

・施工実績は多数。第二阪奈-宝来 TN280m 
・300m程度は施工可能とされている。 

平面曲線 
への適応 

× 
（本線 R＝∞で変化なし） 

× 
（本線 R＝∞で変化なし） 

× 
（本線 R＝∞で変化なし） 

○ 
（本線 R＝∞で変化なし） 

縦断曲線 
への適応 

× 
(低土被り部 STA.10で i=4.0%→i=0.978%に変化） 

× 
(低土被り部 STA.10で i=4.0%→i=0.978%に変化） 

× 
(低土被り部 STA.10で i=4.0%→i=0.978%に変化） 

× 
(低土被り部 STA.10で i=4.0%→i=0.978%に変化） 

線

形

・

断

面

変

化 
断面変化 

への適応 × × × 
(躯体幅の変化約 10～20ｍには対応不可)  

○ 
（躯体幅を段落しすることで対応可能） 

メリット 
・エレメントを本体部材として利用できる。 ・パイプルーフ以外の作業は開削工法とほとんど

同じであり、実績が多い。 
・上部のエレメントを本体部材として利用できる。 ・函体の幅を「断落し」することで断面幅の変化

に対応できる。（同規模に変化の実績はない） 
・長距離の推進が可能である。 

デメリット 

・断面、縦断線形の変化に対応できない。 
縦断線形の変化を包括する最大断面で全区間を

施工するか、中間立坑を設け、断面・縦断の変

化に対応する必要がある。 
・発進・到達立坑が必要である。 
→施工延長の限界から、中間立坑が必要となる 

・断面、縦断線形の変化に対応できない。 
縦断線形の変化を包括する最大断面で全区間を

施工するか、中間立坑を設け、断面・縦断の変

化に対応する必要がある。 
・発進・到達立坑が必要である。 
→パイプルーフの施工精度、施工延長の限界か

ら、中間立坑が必要となる 

・断面、縦断線形の変化に対応できない。 
縦断線形の変化を包括する最大断面で全区間を

施工するか、中間立坑を設け、断面・縦断の変

化に対応する必要がある。) 
・発進・到達立坑が必要である 

・発進・到達立坑が必要である。  

・地盤条件、土被り、函体の規模によっては、躯

体上部にパイプルーフを打設する必要がある。 
・長距離施工の場合、中央・側部など数箇所にガ

イド導坑が必要となる。 
・縦断線形の変化に対応できない。(実績がない) 

庄戸トンネルへ

の適用性 線形・断面変化に適用できない。 線形・断面変化に適用できない。 線形・断面変化に適用できない。 
・段落しで断面変化に対応できる。 
・発進・到達立坑が必要である。 
・縦断の変化に対応できない。 
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